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【Ⅰ 基本理念（日光市政の現状認識・目指すべき日光市の姿）】
（現状認識）

日光市では、平成１９年度を行政改革元年と位置づけ、今日まで強力に行財政改革を進めてきた結果、厳しい財政状況もようやく将来を見

渡せるまでに回復いたしました。これからも更なる行財政改革の推進が求められます。

日光市は、日光国立公園に代表される優れた自然環境・景観・多彩な温泉資源や貴重な歴史文化遺産など多くの資源に恵まれております。

そして何より、数多くの老若男女が、それらを大切に守り未来に継承しようとする郷土愛に恵まれております。

私たちのまち日光市は、郷土を愛する人々による“協働のまちづくり”“市民自治の萌芽”を、確かに実感できるまちであります。

（目指す姿：長期構想）

「市民が主役のまちづくり」を目指します。 4 快適で安全な都市「日光」をめざします

①道路網の整備

１豊かな心と文化を育む「日光」をめざします ②分譲地対策

① 教育施設の整備充実 ③ＪＲ下野大沢駅西口の整備

② 奨学金制度の充実 ④公共交通網の整備

③ スポーツ施設の整備 ⑤携帯電話・地上デジタル放送・光通信への対応

④ 文化芸術の振興 ⑥消防・防災対策

⑦高齢者集落対策

２健やかな人にやさしい｢日光｣をめざします

① 子育て支援 ５環境都市「日光」めざします

② 高齢者福祉の充実 ①かけがえのない自然環境を守る

③ 障がい者福祉の充実 ②廃棄物対策

④ 健康づくりの推進

６まちづくりの推進に向けて

３魅力と活力にあふれた産業都市「日光」をめざします ①地域・コミュニティづくり

① 観光の振興 ②男女共同参画社会の実現

② 農林業の振興 ③行財政基盤の確立

③ 商工業の振興

すぐに行う重要施策（３つ以内【優先順に】）

①暮らし・環境の推進

・ 高齢者の介護予防と社会参加を応援するために、介護ボランティア制度を発足します。

・ 中宮祠地区にデイサービスセンターを開設します。

・ 在宅介護サービス利用料の自己負担について、所得の低い方々に全額助成いたします。

・ 「子宮頸かん予防」のために、小学校６年生から中学３年生までの女子を対象にワクチンの全額助成を行います。

・ 細菌性髄膜炎から乳幼児を守るため、｢ヒブワクチン接種｣の助成を行います。

・ 中学３年生まで医療費を無料にします。

・ 肺がんの早期発見に取り組むため、がん検診にヘリカルＣＴ検査を導入します。

・ 緊急時のひとり暮らしの高齢者の病歴や処方薬が一目でわかる「緊急医療情報キット」を配布します。

・ ＡＥＤをコンビニにも配備し、２４時間対応可能な体制を整えます。

・ 住宅用太陽光発電の普及促進を図るため助成額の拡大を図ります。

・ リサイクルとごみの減量化を推進するため、古紙、カン、ビンなど資源ごみの収集回数を増やします。

② 地域産業の推進

・ 近隣県や外国のマスメディアを活用した観光ＰＲを新たに実施し、日光市の魅力をさらに発信します。

・ 日光だいや川公園内「日光ブランド物産販売所」を設置し、日光産農産物等のＰＲに努めます。

・ 獣害対策として、イノシシ、サル１頭当たり５，０００円の捕獲奨励金を交付します。

・ 中小企業振興資金を拡充します。

③ まちづくりの推進

・ 平成２１年度から引き上げた自治公民館の新築、改築助成金を堅持するとともに、自治会施設の整備のための貸付金制度（無利子）を

創設します。

・ ブロードバンドゼロ地域の解消に向け、全市に光ファイバー網を敷設します。

４年間で行う重要施策（３つ以内【優先順に】）

① 行財政基盤の確立

・ 市長報酬、及び議員報酬並びに定数の適正化に関する市民会議を設置します。

・ 行政評価制度を抜本的に見直し、予算配分の適正化や事務事業の効率性の向上を図ります。

② 福祉の充実

・ グループホーム４箇所、２９人規模の小規模特別養護老人ホーム１箇所、５０人規模の特別養護老人ホーム１箇所を整備します。

・ 高齢者生きがいデイホーム施設を足尾地域をはじめとする未設置地域に設置します。

・ 障害者グループホームやケアホームの整備に努めます。

・ 利用者の多い放課後児童クラブを分割し過密化を解消します。

③ 観光と産業の推進

・２泊３日以上の滞在型観光並び周遊型観光を目指し｢観光圏整備事業｣を認定を受け、３８事業を展開し、宿泊数の増加を目指します。

・霧降高原リフト事業を見直すとともに、ニッコウキスゲをはじめとする高山宿物の鑑賞路などを整備し、ハイカーの誘客に努めます。

・土沢地区にある林野庁所有地に栃木県とともに工業団地を造成します。


